
1. 計画概要
1.1 計画の目的

本町には、大小様々な公園が96箇所整備されている。これらの公園は、憩いや遊びの場として親しま
れているだけでなく、災害時の避難場所や地域コミュニティの活動拠点としても利用され、地域住民の
日常生活を支える重要な役割を果たしている。

しかしながら、多くの公園は供用開始から30年以上が経過し、施設の老朽化が進んでいる。また、時
代の変化に伴う公園に求めるニーズの多様化や、地域ごとに異なる人口減少・高齢化の進展により、公
園の利用状況や必要性にも差が生じている。このような背景から、公園の役割や機能を再評価し、再編
の方向性を検討することが重要である。

そこで、本計画では、公園ごとの立地や規模、利用状況、周辺環境などの特性を踏まえた調査分析を
行い、公園ごとの役割や機能を明確にするとともに、限られた財源の中で公園の魅力を向上させ、町民
の憩いと賑わいの場となる公園づくりを目指し、本計画を策定する。

1.2 分析に向けて
本計画では、本町の全公園を再編対象とするものの、都市公園の中でも面積の大きい近隣公園以上の

都市公園については、多くの人に利用されていることから、現状維持またはさらなる魅力の充実に努め
るものとする。

一方で、公園数の多い街区公園やちびっこ広場等面積の小さい公園において、施設の重複や施設の老
朽化が顕著であり、各公園の在り方を見直す必要があると町は考えている。

そこで、町民の生活の中で最も身近に配置されている街区公園およびちびっこ広場、子供の遊び場、
ポケットパークを“身近な公園”と定義し、次章以降では身近な公園についての調査分析、再編方針の検
討を行った。

2. 利用実態調査
身近な公園の利用実態およびニーズを把握するため、エリアを小学校区ごととし、町民アンケート調

査を実施した。アンケートの結果（抜粋）は以下のとおりである。

Q. あまり利用されていない小さな公園の管理方針について、賛同する選択肢を答えてください。

利用率の低い公園に関しては、機能や用途につ
いて効率的な活用が求められている傾向にある
ことが分かる。

3. 身近な公園の評価分析
身近な公園の現況評価を行うため、公園単体の機能に着目した「現況タイプ評価」と周辺環境や利用

状況に着目した「利用環境評価」の２つの観点から評価指標を設定した。
(1) 現況タイプ評価

現況タイプ評価をする上で、公園面積、遊戯施設数、東屋やパーゴラ等休憩施設の設置状況をもとに
公園を以下のタイプに分類した。

①遊具型…遊戯施設が３種類以上ある公園
②広場型…遊戯施設が３種類未満の公園
③あそび型…遊戯施設が３種類以上あり、遊具広場

と独立して広場がある公園
④憩い型…東屋やパーゴラ等日よけ空間がある公園
⑤総合型…あそび型＋憩い型
⑥ポケットパーク…あそび空間のないポケットパーク

また、面積1,000㎡以上の公園を「街区クラス」、1,000㎡未満の公園を「狭小クラス」と定義した。
(2) 利用環境評価

利用環境評価をするにあたり、公園誘致圏内の人口、まちづくりとの整合性、利用率をもとに評価を
実施した。

【身近な公園現況分析結果】
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4. 公園再編方針
4.1 基本方針および再編フロー

本町では現在、地域によって公園のある環境は多様であり、配置バランスに偏りのあるエリアや特徴
的ではない公園の利用率の低さが問題となっている。また、多くの公園が供用開始から30年以上経過し
ているため、施設の老朽化がみられる。これらのことからも、限られた財源の中で適切な維持管理を
行っていく必要がある。

そこで、本計画では、適正な施設配置および公園機能の再編、維持管理方針の見直しを行うことで、
「維持管理費を抑えつつ、町民がより楽しめる身近な公園を増やす」ことを目指し、以下の３つの基本
方針を掲げる。

【公園再編イメージ】 【公園再編フロー】

① 地域単位で公園を捉えた役割と機能の多機能化

面積の小さい身近な公園は、ひとつの公園に多様な施設や機能を詰め込まず、それぞれの公園で子
どもの遊びや高齢者の休憩などに機能を特化するとともに、複数の公園を一体的に捉えて役割を分担
することで、機能の再配置を図る。

② 公園ニーズに沿った公園の機能と維持管理の見直し

ニーズの高い公園に関して、子どもがのびのびと遊べる公園、子育て世代も楽しめる公園、若者が
様々なことにチャレンジできる公園など、新たな過ごし方や楽しみ方ができる魅力的な公園づくりを
促進する。一方で、ニーズが低く、周辺環境などから今後の利活用が見込めない公園は、広場として
の機能は維持しつつ、樹木の伐採や劣化が進む施設の段階的撤去等、維持管理作業等の削減に向けた
取り組みを促進する。

③ 様々な人が使いやすいルール作りや仕組みづくり

公園の限られたスペースを最大限に活用し、様々な立場の人がお互いに譲り合いながら気持ちよく
利用できるように、ボール遊びに関するルールづくりや、時間帯や複数の公園による使い分けなどの
公園利用の仕組みづくりについて、周辺の自治会や地域会議など、地域の団体と連携しながら地域の
実情に応じて進める。
また、アダプトプログラムの見直しや新たな地域参画の仕組みを取り入れることで、町民と行政が一
体となった公園育成を目指す。

【再編方針図】

【再編の方針】
機能の拡充…既存機能の拡充や新たな機能の設置等、より機能を充実させる方針
現状維持…対象公園がもつ既存の機能を維持する方針
機能の特化…周辺公園との機能分担を図るため、一つの機能に特化させる方針
機能の縮小…既存施設の劣化に合わせた撤去等、段階的に広場化していくことで、管理レベルを下げる方針

※街区公園は都市計画公園であるため、現状維持または機能の拡充を前提としている。



5. モデル公園における計画の実証
5.1 モデル公園の設定

モデル公園は、『複数の公園を地域で一体に捉えて公園ごとに機能を分担していく』という再編計画
の方針より、複数の公園をモデル公園として設定した。

協議の結果、モデル公園は、人口は集中しているものの、公園の利用率が低く公園の機能に偏りが見
られる緑丘小学校区の北中根周辺に点在する以下の公園とした。また、再編計画の実証時にともに参画
して頂ける周辺住民を募ることを目的として、ワークショップを開催した。

本計画を実行するために、再編方針案にて「機能の拡充」及び「機能の特化」となった全15公園の中
から、現況タイプ評価及び利用環境評価の結果や配置バランス等を鑑みて、身近な公園を下表のように
A～Cグループに区分し、Aグループからそれぞれ5カ年での完了を目指し、計画的に整備を進める。

なお、再編方針案にて「現状維持」及び「機能の縮小」となった公園については、施設の老朽化に伴
い更新又は撤去を進めていく。

また、進行管理に当たっては、PDCAサイクルを用いた適切な進捗管理及び評価・改善の検討を行う。

【モデル公園位置図】5.2 ワークショップの概要
ワークショップは、「維持管理費を抑えつつ、町民がより楽しめる身近な公園を増やす」を実現する

ことを主眼として、公園ニーズに沿った公園の機能および町民と行政が一体となった公園管理を目指す
ための意見出しを行い、地域の意向を本計画に反映させることを目的とする。

【ワークショップの内容】

5.2.2 第2回ワークショップ結果

5.2.1 第1回ワークショップ結果

補足企画名

・電動キックボード ・スタンプラリー
・おしゃべりサロン ・ベビーカーでもあり

シニアカーで公園めぐり1

・ピザ ・多年草 ・マルシェ移動型ちびっこ夏祭り２

・炊き出し体験 ・キャンプファイヤー
・棒パンづくり ・ナイフの使い方

ガス火テントOK！
1日防災キャンプ体験

３

・公園ごとのチャンピオン
・決勝は中央公園

モルックであそぼう！！４

・土づくりイベント ・ピザ
・苗植え体験 ・マルシェ

ハーブ園を作ってお茶会しま
しょう。

５

（全体共通）
・プロギング（清掃活動） ・第2ちびっこ広場を臨時P

6. 計画の実行と見直し

■ 活用案を決定しよう！（前半）

意見・要望

・QRコードを作成しイベントを公募制にする ・掲示板に活動をUPする
・インスタで利用法を発信 ・アダプトプログラム成功チームの宣伝
・利用希望者のあっせん（◯◯するなら、✕✕広場がいい等）

SNS・周知

・イベント申請の緩和 ・公園使用料の減免 ・許可されることの線引き緩和

・みんなで見張るチェック要員 ・いきいきサロンと協力健康

・ネーミングライツ、わたし（地域）の公園 ・花壇にスポンサー名ネーミングライツ

・園芸部をつくる ・自律的な組織
・地元愛を育てる仕組み ・パークリーダーを育てる工夫をする
・子ども会と協力 ・きっかけ（こんなコトができるという例を見せる）

愛着

■ 地域で管理しやすい仕組みを考えよう！（後半）

5.3 今後の実証について
ワークショップの結果を踏まえ、今後モデル地区の数公園にて段階的に実証を行う予定である。
モデルとする公園及び実証内容については、該当する公園の周辺住民・団体の計画への理解をいただい

たのちに決定する。また、実証の結果を参考に、他公園への普及させるための仕組みを整える。


